
１．はじめに 受験 番号と名前を書いてください。
じゅけんばんごう な まえ か

２．試験時間 １時間
しけん じかん じかん

３．問 題 数 ３０題 （正誤式 ２０、三択式１０）
もん だい すう だい せいごしき さんたくしき

４．注意事項
ちゅういじこう

(1) 試験官の指示があるまで、この表紙をあけないでください。
しけんかん しじ ひょうし

(2) 試験開始の合図で始めてください。
しけん かいし あいず はじ

(3) 解答の方法は次のとおりです。
かいとう ほうほう つぎ

① 正誤式問題は、 右側 の解答欄に、正しいものには○、
せいごしきもんだい みぎがわ かいとうらん ただ

誤 っているものには×を記入してください。
あやま きにゅう

② 三択式問題は、 右側 の解答欄に、番号を記入してください。
さんたくしきもんだい みぎがわ かいとうらん ばんごう きにゅう

(4) 読みにくい文字など質問があるときは、黙って手をあげてください。
よ もじ しつもん だま て

ただし、試験問題の内容に関する質問にはお答えできません。
しけんもんだい ないよう かん しつもん こた

(5) 試験 終了 の合図があったら、筆記用具をおき､試験官の指示に 従 ってください。
しけんしゅうりょう あいず ひっき ようぐ しけんかん しじ したが
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日(1) 本に多くの台風がやってくる 時期は、１～３月です。
に ほん おお たいふう じ き がつ

茎(2) は、子孫を残すための 生 殖器官です。
し そん のこ せいしょく き かん

団(3)  粒構造の土壌は、 作物の栽培に 適します。
だんりゅうこうぞう ど じょう さくもつ さいばい てき

解答欄
かいとうらん
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－1－

解答欄
かいとうらん

解答欄
かいとうらん

 ダ(4) イコンの点まきの直まき栽培では、 間引きが必要です。
さいばい ひつようま びてん じか

かく ほあし ばくさ か し せい あんていしゃめん

斜(5)  面の草刈りは、足場を確保し、姿勢を 安定させて

行 います。
おこな

かいとうらん

解答欄

かいとうらん

解答欄

くき



未(6) 熟なダイズを収穫したものをエダマメと 言い、
み じゅく しゅうかく い

野菜に分類します。
や さい ぶんるい

ゼ(7) オライトは、 土壌 改良に 使います。
ど じょうかいりょう つか

光(8)  合成は、二酸化炭素の濃度が低いほど盛んになります。
こうごうせい に さん か たん そ のうど ひく さか

明(9)  発芽種子の種まきでは 覆土を厚くします。
めいはつ が しゅ し たね ふく ど あつ

シ(10) ードテープは、テープに一定間隔で 種子（種）を
いっていかんかく しゅ し たね

はさんだものです。
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－2－

解答欄
かいとうらん

解答欄
かいとうらん

解答欄
かいとうらん

解答欄
かいとうらん

解答欄
かいとうらん



次(11) の作業の 説明のうち 正しいものを選び、番号を書きなさい。
さ ぎょう せつめい ただ えら ばんごう か

① 摘果は、余分な枝を切りとること。
てき か よ ぶん えだ き

② 誘引は、余分な実を摘みとること。
ゆういん よ ぶん み つ

③ 摘心は、茎の先端を切りとること。
てきしん くき せんたん き

地(12) 温が上がらないようにする効果が 最も高いマルチフイルムを
ち おん あ こう か もっと たか

次の中から選び、番号を書きなさい。
つぎ なか えら ばんごう か

① 透明（無色）フイルム
とうめい む しょく

② 白色フイルム
しろいろ

③ 黒色フイルム
くろいろ
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－3－

解答欄
かいとうらん

解答欄
かいとうらん

かしざい つぎなまえ えらなか

写(13) 真の資材の名前を次の中から選び、 番号を書きなさい。
ばんごうしゃしん

① ポリポット

② セルトレイ

③ ペーパーポット

かいとうらん

解答欄

つぎ



定(14) 植作業に 使う機械を 次の中から選び、番号を書きなさい。
ていしょく さ ぎょう つか きかい つぎ なか えら ばんごう か

① ② ③

解答欄
かいとうらん
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－4－

つぎ えらなかかいか

ト(15) マトの開花から収穫までの日数を 次の中から選び、
しゅうかく にっすう

ばんごう か

番号を書きなさい。

① 40日～ 60日
にち にち

にち にち

② 80日～100日

にち にち

③ 120日～140日

かいとうらん

解答欄






